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4月5日、田町リーブラでのキルギス料

理講習会に参加しました中村と申しま

す。料理講習会への参加は今回で4回目と

なりますが、キルギス料理講習会への参

加は初めてでした。私自身キルギスにつ

いて、あまり存じ上げず、中央アジアに

ある牧歌的な国というイメージしかあり

ませんでした。そのため、今回の講習会

を通じて、キルギスについて知ることができるのではな

いかと期待していました。 

 講習会の前に、日本で20年ほど活動しているキルギス

人のウメトバエワ・カリマンさんや駐日キルギス大使の

奥様を中心としたキルギス音楽の演奏会から始まりまし

た。演奏では、キルギスの自然や動物を伝統楽器で表現

していたことが特に印象的でした。楽器や場所は違うも

のの、自然をテーマにした日本の伝統音楽と共通点があ

るのではないかとも感じました。 

 料理について、今回の献立はサムサ、レンズ豆のスー

プ、サラダ、ボルソックの四品でした。 

 サムサはパイ生地に肉（今回は鶏肉を使用）、チー

ズ、玉ねぎ、ジャガイモを入れ、オーブンで焼いたもの

です。ピロシキと似ているように感じましたが、オーブ

ンで焼く前に溶いた卵を塗るなど、作り方にも特徴があ

りました。講師の女性の方が手際よく、めん棒で生地を

伸ばし、材料を包むのを実演してく

れました。材料を包む際に、餃子の

ように生地を重ねるのですが、これ

がやってみると難しかったです。レ

ンズ豆のスープは、5mmほどの平た

い形をしたレンズ豆を用いたもので

した。ディルの香ばしい香りが心地

よく、肉と野菜（ジャガイモ、玉ね

ぎ、トマト、ニンジン、パプリカなど）を豊富に使い、

非常に美味しかったです。サラダは、2～3cm程度の大き

さに切ったナスを揚げ、玉ねぎやトマトと混ぜるという

ものでした。サラダに揚げたナスを使うことに相性が合

うのか、正直不安でしたが、ナスの食感と新鮮な野菜の

爽やかさが組み合わさって、とても美味しかったです。

最後に、ボルソックは、おそらくサムサと同じ生地を、

伸ばしてから小さく切ったものを油で1分に満たないく

らいに揚げる単純なもので、そのためか配布されたレシ

ピにも載っていませんでした。練乳と一緒に食べました

が、味のついていない揚げパンのようなものであったの

で、ジャムと一緒に食べても美味しいだろうなと思い調

べたところ、現地では蜂蜜やスープと一緒に食べること

もあるそうです。また、４回目となる料理講習会を通じ

て気づいたのは、各国の食文化を学べることはもちろ

ん、実際に料理を教えていただく過程で、講師の国の

方々の性格や価値観までもが伝わるということです。丁

寧に料理手順を進める一方で、一部はおおざっぱに進め

ることもありました。 

 今回のキルギス料理と音

楽を通じて、遠い中央アジ

アの国がより身近な存在と

なり、講習会参加当初のぼ

んやりとしたイメージか

ら、よりキルギスについて

理解できました。 

 

   キルギス料理講習会            中村 悠人      

●ロシア語クラス生徒募集中！ 

レベル別に個人、オンラインレッスンがリーズナブルな金額

で受けられます。教えてくださるのはロシア人のベテラン講

師陣です。見学は1回のみ可能ですのでお問合せください。

こちらの定期クラスを受講される場合は、会員になっていた

だきますので、ご了承ください。 

●ロシア民謡を楽しむ会 

＊月に一回土曜日午後、カンディンスキー先生の指導でロシ

ア民謡をみんなで歌います。アルト、バスが不足しておりま

すので、ぜひご参加ください！ 

＊10月17日（土）麻布区民センターにおける「ふれあいまつ

り」に出演予定です。 

●イワン・クパーラ祭り 

日程：7月25日（土）予定 

恒例のスラブの夏祭り。会場等決まり次第お知らせします。 

●ロシア語合宿 

日程：8月22日（土）～23日（日）予定 

＊お問合せ、お申込みは交流協会事務局まで。 

nichiro@nichiro.org FAX:03—5563-0752 

お知らせ 
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                           お願い 

 NPO日ロ交流協会では、ロシアでの日本の伝統文化などの紹

介、国内でのロシア関連の学習会、ロシア人とのイベント交流

など幅広い活動を続けています。これらの活動を一層推進させ

るために皆様からのご寄付をお願い申し上げます。一口千円か

らいくらでも結構です。なお、寄付とわかるようにお名前の前

に番号「０１」と入れてください。 

振込先:郵便口座 00160-9-66486、加入者：日ロ交流協会 

        三菱東京 UFJ銀行 六本木支店 普通 1077497   

連絡先:日ロ交流協会事務局E-Mail:nichiro@nichiro.org  



 

日 ロ 交 流 

● 広報部宛、ご投稿、ご意見をお待ちしております 

護、犯罪で得た金でカジノや売春宿を経営、事業投資家

の才能を遺憾なく発揮。ついには彼がオデッサの秘密警

察書記を務めていると噂が広がり、秘密警察議長が公式

文書で否定する事態になった。 

 とはいえ当局への協力は計り知れず、1919年、彼は許

可を得てレーニン記念第54ソビエト革命連隊を編成し連

隊長に任命される。その約３ヶ月後、戦場から帰郷する

ヤポンチクの列車は赤軍同志の手によって目的地にたど

り着くことは無かった。政治工作に失敗したらしいが、

列車の目的地も彼を手にかけた人物も最期の場所も全て

は「諸説あり」。 

 2004年ヴォズネセンスクのヤポンチク最期の地とされ

る場所に記念碑が建立さ

れた。何度も破壊された

が都度修復され、現在は

彼の肖像が追加されてい

る。（ビデオグラファー） 
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 ロマノフ朝からソ連への激動の時代を流星の如く駆け

抜けた「日本人」モイシェ＝ヤコブ・ヴィニツキー。通

称「ミーシュカ・ヤポンチク」。ウクライナはオデッサ

出身のギャングで、組織力と経営手腕をもって赤軍連隊

長にまで昇り詰め、血を嫌い弱きに寄り添いオデッサの

アル・カポネあるいはロビン・フッドと評された。今な

お彼をモデルにした映画や音楽が作られている伝説の男

である。 

 その生涯は情熱と謎で構成される。小柄でがっちりと

しているのに動きは素早く、印象的なつり目ー「ヤポン

チク」日本人と呼ばれた由縁だ。またオデッサのギャン

グ仲間に自分の「長崎の同僚」の掟、ビジネスのルール

は統一して決して破らない等を伝授したからとも言われ

ている。彼の組織はその掟と強い絆で結ばれたファミ

リーだった。ちなみに近年でも優れたギャングが「ヤポ

ンチク」と呼ばれたのは、この初代ヤポンチクのカリス

マ性と言っても過言ではない。 

 1891年オデッサのユダヤ系労働者家庭に生まれたが早

くに父を亡くし、働きながら学び電気技師になった。し

かし1905年10月、彼の人生は加速する。ニコライ２世の

十月詔書を機に保守派勢力によるユダヤ人迫害が起きて

ユダヤ人自警団に参加。その後アナーキスト部隊に加入

し投獄。1917年に恩赦で釈放されると大強盗団を結成し

「オデッサの恐怖」となる。『ブルジョアジーと将校の

みを略奪せよ』そして労働者を襲った略奪者は消す。ボ

リシェヴィキらと合流して警察登録局を襲撃、犯罪者1

万６千人の名簿を焼却。殺人は務めて避け、芸術家は庇

会 長    千葉 麻里 

副会長    岡崎 好典 

副会長    須田 毅 

専務理事   日向寺 淳一 

事務局長   江本 大輝 

事務局次長  小川 久美子 

常任理事   岩本 智子 

常任理事   笠原 以津子 

常任理事   小嶋 大志 

常任理事   中島 崇子 

常任理事   中村 泰弘 

常任理事   野口 久美子 

常任理事   山田 雄康 

常任理事   渡邉 絹江 

理事     秋元 淑信 

理事     大沢 武久 

理事     大矢 温 

理事     柴田 洋二 

理事     大道寺 柳子 

理事     滝波 秀子 

理事     武川 覚威 

理事     土屋 正彦 

理事     中村 忠敬 

理事     名島 薫 

理事     長谷川 淑子 

顧問・理事  朝妻 幸雄 
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伝説のギャング「ヤポンチク」          キタヤマ 忍 

観光名所・ヤポンチクの一味が 

顧問・理事  江守 元彦 

監事     吉田 臣吾 

名誉顧問   栗原 小巻 

      （以上 計29名） 

 

特定非営利活動法人日ロ交流協会 新役員一覧 

警察から逃げたアパート 
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 ウズベキスタンの国土は、年間降水量が200mm程度の

砂漠が国土の約8割を占めています。冬はマイナス40度

まで下がることも、夏は50度を超えることもあるとても

厳しい気候の地域です。私は主に夏休みに調査を行って

いたため、とても暑い中、延々と荒涼とした土漠が広が

るなかを通って調査を行っていました。草木も緑という

より枯れかけた土色をしたものが多く、これが砂漠の風

景だとずっと思っていました。 

 しかし、ここ数年、ゴールデンウィークに中央アジア

で調査を行うようになりました。ウズベキスタンの砂漠

でもゴールデンウィークのころには、お花畑が広がり、

緑も多く見られます。可憐な黄色や赤、茶色などの花々

が沙漠いっぱいに広がります。1年でこの季節だけ見ら

れる沙漠の絶景です。ぜひとも、ゴールデンウィークに

ウズベキスタンを訪問される際には沙漠近くまで足を延

ばしてみてください。 

 もちろん、沙漠以外のところも春はとても美しい季節

です。3月のアプリコットの花に始まり、多くの木々が

花をつけ、3月末から4月初めはこの地域にしかない

チューリップも多く見られます。それが終わった後の

ゴールデンウィークには、真っ赤なポピーのお花畑が山

裾の草原にたくさん広がります。ポピーのお花畑はタシ

ケントから1時間ぐらいのところでもたくさん見ることが

できます。そして、このお花畑でウズベキスタンの人た

ちはピクニックをするのを楽しみにしています。有名は

保養地には、露店や貸しテントや乗馬体験、子供たちの

ための簡易遊園地などが登場し、家族で休日を楽しみま

す。ウズベキスタンの短い春を満喫できるこの時期にぜ

ひとも訪問してください。 

（日本ウズベキスタン協会理事長） 

 

  

サハリンでシシャモが豊漁との報道を目にした。日本

を含む欧米諸国による対ロシア経済制裁の影響で、日本

とロシアの貿易は大幅に減少している。しかし、ロシア

からの水産物輸入は、制裁対象から除外されているた

め、シシャモの日本の輸入量はむしろ増えるのかもしれ

ない、などと素人考えながら思った。 

 シシャモは、ロシア語でモイヴァ（мойва）と呼ばれ

ていたことを思い出す。同時に、ロシアのサンクト・ペ

テルブルクで春の到来を告げる魚が、コーリュシカ

（корюшка、日本語では「きゅうり魚」とも呼ばれる）

だったことも記憶によみがえった。コーリュシカはシ

シャモよりひと回り大きいが、味はよく似ている。 

 サンクト・ペテルブルクでは、そろそろ白夜の季節が

始まろうとしている頃だろうか。四月下旬になると、ネ

ヴァ川一面を覆っていた氷が解け、流れにまかせて大き

な氷塊が下流やフィンランド湾へと流れてゆく。その風

景は実に美しい。長い冬が終わり、ようやく春が訪れた

ことを実感する瞬間でもある。 

 そして街のあちこちで、コーリュシカを目にするよう

になる。ネフスキー大通りのレストランやカフェではこ

の魚を使った料理が並び、少し横道へ入れば、威勢のよ

いおかみさんたちが生のコーリュシカを売っている姿に

出会う。この季節のサンクト・ペテルブルクの名物料理

といえば、やはりコーリュシカ料理だろう。 

砂漠の春                        川端 良子         

ペトロパヴロフスク要塞のそばには、文字通り「コー

リュシカ」という名の高級レストランがある。ネヴァ川

に面して建ち、大きな窓からは対岸のエルミタージュ美

術館はじめ一連の帝政ロシア時代の建物を見渡すことが

できる。さまざまなコーリュシカ料理を味わえるが、

もっとも美味なのは、シンプルに揚げただけの料理かも

しれない。値段も比較的手頃である。白夜の淡い光の中

でそれを味わう時間は、なかなか忘れがたい。 

 東京では近くの居酒屋で、おそらくサハリン産であろ

うシシャモをかじりながらビールを飲む。そしてルイベ

も追加で頼もうかと思う。サハリンやサンクト・ペテル

ブルクに思いを馳せ、かの地の白夜を胸に秘めながら、

日本の夏を過ごすのもまた一興である。   

 

 

 

  

3 

ウズベキスタン便り 

サンクト・ペテルブルグのコーリュシカ           大原 翔                  

キジルクム砂漠の春 

山麓の春 
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 壁にかける世界地図はそれを作った国の首都が中心に

くるように描かれる。ところがロシアの世界地図はそう

いうわけにいかない。東端のベーリング海峡から西端の

ベラルーシ国境まで切れ目なく収めようとすると首都モ

スクワは西にずれ、期せずして地図の真ん中、ユーラシ

ア大陸の中央にキルギスが現れる。かつて東西の文物が

シルクロードを盛んに行きかった時代キルギスはその交

差点として大いに栄えただろうと誰しも思うがその期待

は裏切られる。実は6000m級の峻峰が連なる天山山脈がキ

ルギスをほぼ東西に横切っており、東部の山塊はとりわ

け険しい。そのためシルクロードの幹線はキルギスを迂

回して南北に分岐している。遠回りになるがいたしかた

ない。ところが、キルギスのこの険しい道をあえて走破

する者がいる。玄奘三蔵（602-664）はその一人であっ

た。 

 西暦630年天竺（インド）へ急ぐ玄奘三蔵は春まだきの

高昌国（現トルファンにあった仏教国）を後にして、東

のタリム盆地からキルギスへ抜ける標高差4200mのベデル

峠を越えた。イシククリ湖に出るまでの7日間の行軍で従

者の3、4割を失い、牛馬の凍死はそれを上回ったという

凄まじい峠越えであった。 

 2009年6月末私はキルギスの友人の運転する四駆車で玄

奘三蔵の足取りをキルギス側から逆のルートでたどり、

ベデル峠の手前7km、標高差800mの地点まで迫ったが、そ

の先はキルギス国境警備隊に制止され引き返さざるを得

なかった。キルギスと中国の国境にあるベデル峠（標高

4284m）はながらく閉鎖され現在も通境禁止である。 

 俳優の役所広司は2010年に玄奘三蔵の経典を求める天

竺への旅を70日間かけてたどるドキュメンタリー番組に

出演したが、番組制作中もっとも辛かったのが中国側か

ら登ったベデル峠であったと語っている。2022年には帝

京大学調査隊がキルギス側からベデル峠に至るルートに

挑戦しており、天山山脈のこのあたりの難路をYouTube

で紹介している。 

 https://www.youtube.com/watch?v=cD4nwFgaZMY  

 キルギスと中国は1063kmにわたり陸の国境で接してい

るが、天山東部の山並みがキルギスの要害となって、前

漢の張騫（BC175-114）以来中国の歴代王朝の「西域」

征服の試みは自然の難関に屈してきたとも言える。 

 現在中国とキルギスの国境通過地点はトルガルト峠

（標高3752m）およびエルケチ・タシ峠（標高3005m）2

箇所に限られており、大型トラックによる輸送は大いに

難儀している。そのため一帯一路を標榜する中国は新疆

のカシュガルからトルガルト峠を越え、キルギス南部の

オシに入り、そこからウズベキスタンのフェルガナ盆地

アンディジャンに至る鉄道の建設を関係各国と協力して

推進している。富士山山頂に等しい天山の高地を超克す

るこの鉄道ははたして開通するだろうか。（続） 

ロシア民謡を楽しむ会紹介              田中 徹 
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ロシア民謡を楽しむ会 会員募集中！ 

 私は20歳の学生の頃、当時新宿にあった歌声喫茶「と

もしび」で「大砲のうえに～じゃれこうべが～」と「が

なっていた世代」ですが、あれからはや58年の歳月が流

れてしまいました。「ロシア民謡が好きでたまらず、ロ

シア語の勉強を始められた」と言われ有名な学者になら

れた早稲田大学の伊東一郎先生と、動機だけはほぼ同じ

です。 

 私たち「ロシア民謡を楽しむ会」はNPO日口交流協会

の傘下団体として「ロシア語でロシア民謡を歌い続けて

31年」と都内はもとより全国でも数少ない貴重な合唱団

体に成長しました。現在は名ピアニストであるミハイ

ル・カンディンスキー先生(スマホで検索できます)の総

合指導と伴奏で新橋駅近くの会場で月に一度ですが10月

の課題曲の発表に向けて気持ち良く歌い、歌ったあとは

近くの喫茶店でビールやコーヒーをいただきながら反省

会を兼ねて先生と歓談するという「楽しい会」です。今

年はフランス人の女声会員も加入予定で国際色豊かな会

となります。今年の課題曲の一つ「アムール河の波」は

四部合唱の大作ですが、アルト、バスの人数が足らず現

在募集中です。NPO日口交流協会のホームページのチラ

シをご覧いただき連絡頂ければ幸いです。 

          (ロシア民謡を楽しむ会・田中徹） 

＊「ロシア民謡を楽しむ会」では、発表会として毎年、

港区の『ふれあい祭り』に出演しています。民族衣装を

まとって華やかにデビューしてみませんか。 

＊＊日ロ交流協会では、その他にも常時ロシア語教室や

日本語教室、生け花、手描き友禅教室などを開催してい

ます。 

 また、相互の文化紹介活動、講演会、祭り、懇親会な

ど、会員の希望も取り入れながら手作りの催しを実施す

るように心がけておりますので、ご意見、ご希望をお寄

せください。留学や海外遠征も随時、再開、継続してい

きたいと思います。 
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